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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月29日(2019.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技が可能な遊技機であって、
　画像を表示可能な表示手段と、
　動作可能な可動体と、を備え、
　前記可動体が前記表示手段の表示領域に向けて動作するとともに、前記表示手段にて立
体視可能な特別画像と、前記特別画像とは異なる前記可動体に対応した特定画像を表示す
ることにより可動体演出を実行可能である、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　手段Ａの遊技機は、
　遊技が可能な遊技機であって、
　画像を表示可能な表示手段と、
　動作可能な可動体と、を備え、
　前記可動体が前記表示手段の表示領域に向けて動作するとともに、前記表示手段にて立
体視可能な特別画像と、前記特別画像とは異なる前記可動体に対応した特定画像を表示す
ることにより可動体演出を実行可能である、
　ことを特徴としている。
　さらに、手段１の遊技機は、
　遊技が可能な遊技機（例えば、パチンコ遊技機１Ａ）であって、
　画像を表示可能な表示手段（例えば、画像表示装置５）と、
　動作可能な可動体（例えば、第１可動体３０１）と、
　を備え、
　前記可動体が前記表示手段の表示領域に向けて動作するとともに、前記表示手段にて立
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体視可能な特別画像を表示することにより可動体演出を実行可能である（例えば、演出制
御用ＣＰＵ１２０が、第１可動体演出において、第１可動体３０１の第１可動部３０１Ａ
を表示領域５Ｅに向けて移動させるとともに、画像表示装置５にて、第１可動部３０１Ａ
を強調表示するためのエフェクト画像００５ＳＧ００４について立体視可能な３Ｄ画像と
して表示することが可能な部分。図８－７、図８－１５（Ａ）参照）
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、可動体が表示手段の前方から表示領域に向けて動作したときに立体
視可能な特別画像が表示されるので、可動体演出の効果を高めることができる。
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